柳 橋の が 三人、 代地の 待合の 女将が 一 人 来て いたが、 

皆 四十 を 越した 人た ちば かりで、 それに 小川の 旦那 や 

中洲の 大将な どの 御新造 や 御 隠居が 六 人ば かり、 男 客 

うじし ぎょう しろうと 

は、 宇治 紫 暁と 云う、 腰の 曲った 一中の 師匠と、 素人 

の 旦那衆が 七 八 人、 その 中の 三人 は、 三 座の 芝居 や 山 

王様の 御 上覧 祭 を 知っている 連中な ので、 この 人た ち 

ぎだ ゆ. う- おさら 

の 間で は 深 川の 鳥 羽屋の 寮であった 義太夫の 御淺 いの 

話し や 山城 河岸の 津 藤が 催した 千社札の 会の 話しが 大 

分 賑やかに 出た ようであった。 

座敷 は 離れの 十五 畳で、 このうち では 一番、 広い 間 

らしい。 籠 行燈の 中に ともした 電燈が 所々 に 丸い 影 を 



だのと 云う、 なまめ いた 文句 を、 二の 上った、 かげへ 

かげへ とま わって ゆく 三味線の 音に つれて、 語って ゆ 

く、 さびた 声が 久しく 眠って いた この 老人の 心 を、 少 

しずつ 目 ざませ て 行った のであろう。 始めは 背 を まげ 

て 聞いて いたのが、 いつの 間に か 腰 を 真直に 体 をのば 

あさま じょう- 

して、 六 金さん が 「浅 間の 上 」 を 語り 出した 時分に は、 

「うらみ も 恋 も 、のこり 寝の、 もしゃ 心の かわり やせん」 

と 云う あたりから、 目をつぶった まま、 絃の 音に のる 

ように 小さく 肩 を ゆすって、 わき 眼に も 昔の 夢 を 今に 

見 かえして いるよう に 思われた。 しぶい さびの 中に、 

いっちゅう 

長唄 や 清 元にき く 事の 出来ない つや を かくした 一中 



ましく ふいた、 白 交趾の 水盤が その 下に 置いて ある。 

お き 一 J た つ 

床 を 前に 置炬燒 にあたって いるの が 房さん で、 こっち 

くろ ビロ ウド こがい まき 

から は、 黒 天鵞絨の 襟の かかって いる 八 丈の 小 搔卷を 

ひ つ かけた 後 姿が 見える ばかりで ある。 

女の 姿 は どこに もない。 紺と 白 茶と 格子に なった 炬 

燒 蒲団の 上に は、 端 唄 本が 二三 冊 ひろげられて 頸に 鈴 

を さげた 小さな 白 猫が その 側に 香箱 をつ くつ ている。 

猫が 身う ごき をす るた びに、 頸の 鈴が きこえる か、 き 

こえぬ かわからぬ ほどかす かな 音 をた てる。 房さん は 

禿 頭 を 柔らかな 猫の 毛に 触れる ばかりに 近づけて、 ひ 

とり、 なまめ いた" 語 を 誰に 云う ともなく 繰り返して 



いるので ある。 

おれ 

「その 時に お前が 来て よ。 ああまで 語った 己が 憎い と 

云った。 芸事と …… 」 

中洲の 大将と 小川の 旦那と は 黙って、 顔 を 見合せ た。 

そして、 長い 廊下 をし のび 足で、 また 座敷へ 引き かえ 

した。 

雪 はやむ けしき もない。 …… 

(大正 三年 四月 十四日) 
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